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この度は、データ処理ソフトＭＴＰ－ＳＦ５をお買上げいただきありがとうございます。このソフトは弊社製測定器からの

データを元に、検量線演算，カットオフ演算等を行うソフトです。このソフトで保存した測定データは、ＷＩＮＤＯＷＳ９５

の、テキストデータを読み込むことが出来るソフトで処理をすることが可能です。

Ⅰ．インストール

このプログラムをハードディスクにインストールするときは、Disk1 の“ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ”をダブルクリックし

てインストーラを起動させて下さい。インストーラは、ハードディスクの“Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｆｉｌｅｓ”というフォ

ルダの中に“ＭＴＰ－ＳＦ５”というフォルダを作成して、その中にこのプログラムを書き込みます。インストールは

画面の指示に従って進めて下さい。インストールを終えると“スタート”の“プログラム”の中に“ＭＴＰ－ＳＦ５”

という項目が作成されます。

Ⅱ．通信ケーブル

このソフトを使用する際には、パソコンと測定器を繋ぐ通信ケーブルが必要です。ケーブルはＲＳ－２３２Ｃのク

ロスケーブルを使用して下さい。コネクタのピン数は、ご使用のパソコンの種類，測定器の機種によって異なります。

Ⅲ．ＷＩＮＤＯＷＳの設定

このソフトを使用する際には、ＷＩＮＤＯＷＳに“通信ポート”のドライバが必要です。このドライバが入ってい

るかどうかは、以下の方法で確認出来ます。

・ＷＩＮＤＯＷＳのタスクバーより、スタート ≫ 設定 ≫ コントロールパネルの順でコントロール

パネルフォルダを開きます。

・ “システム”を開いて“デバイスマネージャ”を表示させます。

・ ポート(COM/LPT)の左側の＋をクリックしてポートに設定されているドライバをチェックします

・ シリアルポートＡ(１)を使う場合は“通信ポート(COM1)”が、シリアルポートＢ(２)を使う場合は

“通信ポート(COM2)”が必要です。

ドライバが入っていない場合は、お手持ちのパソコン，ＷＩＮＤＯＷＳの取扱説明書を参照してドライバを設定し

て下さい。

また、使用するパソコンによってはパソコン本体の初期設定を変更する必要があります。上記設定を行っても測定が

出来ない場合は、パソコンの取扱説明書を参照して、シリアルポートＡまたはＢ(１または２)のＩ／Ｏポートアドレス，

割り込み要求の設定を“Enabeled”に変更して下さい。また、ＮＥＣの９８シリーズでご使用の際は、パソコンの取扱

説明書を参照して、ＲＳ－２３２Ｃの電送モードを調歩同期（初期設定）にして下さい。
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Ⅳ．操作説明

１．メインメニュー

このソフトを起動するときは、アプリケーションファイル“ＭＴＰ－ＳＦ５．ＥＸＥ”を開いて下さい。ファイ

ルを開くと最初にメインメニューを表示します。

メインメニュー

メニューバーの項目で、測定データの管理と各種設定を、画面右側のボタンでデータ処理を行います。画面左側

の“現在のデータ”は、ソフト上に呼び出されているデータの情報を表示します。ここに情報が表示されていない

とき（データが読み込まれていないとき）は、各データ処理は行えません。“機器設定”は測定器についての情報

を表示しています。

メニューバー

　ファイル

データ呼出 ： 測定データをディスクより読み込みます。

データ手入力 ： データの手入力を行います。

データ表示 ： 読み込まれているデータを表示します。

　設定

通信ポート ： 通信ポートの選択をします。使用するポートを選んで下さい。

ボーレート ： ボーレートを設定します。測定器の取扱説明書を参照して、機種に合ったボーレー

トに設定して下さい。

機種設定 ： 測定器を指定します。

機器設定 ： 測定器の波長，感度，レスポンスを設定します。

データ測定

各測定器よりのデータを読み込みます。

検量線演算

測定データを元に検量線演算を行います。

カットオフ演算

測定データを元にカットオフ演算を行います。

データ解析

測定データで、ファクターをかける，＋－判定を行う等の処理を行います。

精度検定

プレート上の指定された範囲で測定データの平均，ＳＤ，ＣＶ％を算出します。
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２．データ測定

１）データ情報画面

プレート数

測定を行うプレートの数を入力して下さい。（最大２５枚）

アッセイ名

アッセイ名を３０字以内で入力して下さい。

オペレーター名

オペレーター名を３０字以内で入力して下さい。

コメント

コメントを３０字以内で入力して下さい。

データの保存

測定データの保存方法を設定します。測定データを保存するときは“保存する”を、保存しないときは

“保存しない”を選んで下さい。

メニューへ

前の画面に戻ります。

決定

次の画面に進みます。
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２）測定画面

測定器のスタートキーを押して、測定を開始して下さい。

ＭＴＰ－２００Ｆの場合

ＭＴＰ－２００Ｆの場合は、画面上に“測定開始”キーが出ますので、このキーをク

リックして下さい。

測定中の画面

測定データは一度ＭＴＰ－２００Ｆ本体

内に蓄積され、１プレート測定終了後にパ

ソコンに送られます。

“測定中止”をクリックすると今の測定

動作を中止しますが、その場合、測定中の

プレートのデータは無効になります。

測定器側で測定を中断した場合は、中断キーを押して下さい

再測定 ： 同じプレートでの再測定を行います。

前のプレートへ ： 前のプレートの測定に戻ります。

次のプレートへ ： 次のプレートを測定します。

前画面 ： データ情報画面に戻ります。

測定終了 ： 測定を終了します。
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指定枚数のプレートの測定が終わると画面下部が下図に変わりますので、処理を選んで下さい。

データ印刷 ： 測定データを、ＷＩＮＤＯＷＳで通常使うプリンタに設定されているプリン

タで印刷します。

データ変更 ： 測定データを保存してからデータの変更画面に移ります。

処理選択 ： 測定データを保存してから処理選択画面に移ります。

３）変更画面

前プレート，次プレートキーで表示プレートを変えながら、データの変更を行って下さい。変更後のデータは

ディスクに保存できません。

入力終了ボタンをクリックすると画面下部が下図に変わりますので、処理を選んで下さい。
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４）処理選択画面

測定・変更後のデータで、次に行う処理を選択して下さい。ボタンをクリックすると、それぞれの項目の処理

画面に移ります。

５）データ呼出

既に測定してディスクに保存してあるデータを読み込みます。保存データには、測定器に関する情報も含ま

れているため、メインメニューの機器設定の内容も変わることがあります。読み込まれたデータは、『３）変

更画面』の形式で表示されます。以後の操作は『３）変更画面』と同じです。

６）データ手入力

データの手入力は、『３）変更画面』の形式で行われます。以後の操作は『３）変更画面』と同じです。

７）データ表示

データは、『３）変更画面』の形式で表示されます。以後の操作は『３）変更画面』と同じです。
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３．検量線演算

１）条件設定画面

検量線を描くための各種設定を行います。

回帰式／次数

検量線演算を行う式を指定します。式には以下の種類があります。

・原点を通る直線 ・ Logit-Log／１次，２次，３次

・直線 ・ Logistic／４係数，５係数

・２次関数 ・ Spline／１次，３次

縦軸目盛／横軸目盛

検量線グラフの縦軸(測定値)，横軸(濃度値)の目盛りを Linear にするか Log にするかを選びます。ま

た、単位等の軸横に付記するコメントを半角１０字以内で入力することが出来ます。

陽性濃度／陰性濃度

演算結果の判定のしきい値を入力して下さい。陽性／陰性の区分は、しきい値入力枠の下にある４種類

から選択できます (図中Ｎは陰性値Ｐは陽性値)。判定を行わないときは、入力枠に“Ｎ”を入力すると

表示が“---”に変わり、不使用となります。入力枠の片方にのみ数値が入っているときは、その入って

いる数値をしきい値として判定を行います。この際中間値(＋－)の判定は行いません

スタンダード濃度

スタンダードデータの濃度値を昇順で入れて下さい。濃度値を入力した数がスタンダードデータの数で

す。スタンダードデータは、直線式で最低２点、他の式では４点以上入れて下さい。

条件呼出

ディスクに保存してある測定条件を読み込みます。条件読み込み用の画面が表示されますので、読み込

む条件の名称を選んで下さい。

決定

プレート配列画面に移ります。
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２）１枚目のプレートの配置

ブランク，スタンダード，サンプルのプレート上の配列を決めます。

配置方法

上から下／下から上 ： プレート上に項目を自動配置するときにＡ→Ｈ方向に配置するかＨ→Ａ方向に

配置するかを決めます。

周囲抜き ： プレートの周囲１列を抜いて配置するときにチェックして下さい。

ブランク減算

各プレートの測定データからブランク値を引いて処理するときにチェックして下さい。

取消

配置した項目を取り消します。１クリック毎に１ウェル分取り消します。シフトキーを押しながらクリ

ックすると、リプリケート分ずつ取り消します。

All Clear

プレート配列をクリアします。

ブランク数／スタンダードのリプリケート数／サンプルのリプリケート数

各項目の数を選んで下さい。

ＮＳＢ

　　　Ｂ／Ｂｏの演算を行うときはアリを、行わないときはナシを選んで下さい。

　　　ＮＳＢのサンプルはＮＳＢまたはブランクをスタンダードの前に、表示のようにスタンダードと同

　　じように置いて下さい。この値を他のサンプルから引き算をして計算します。

××の方向／リプリケートの方向

各項目の自動配置の方向を選んで下さい。自由を選ぶとプレート上の任意の位置に配置が出来ます。リ

プリケートの方向が自由のとき、項目の方向は自由以外には設定できません。

前画面

条件設定に戻ります。

決定

２枚目以降のプレートの設定に移ります。
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３）２枚目以降のプレートの配置

２枚目以降のプレートの配列を決めます。

２枚目以降を同じ配列にしますか

“はい”で２枚目以降のプレートの配列を１枚目と同じにします。“いいえ”で自由配列になります。

ブランクの有無

２枚目以降のプレートにブランクを置くかどうかを決めます。ブランクを置かない場合は、１枚目のプ

レートにブランクが置かれて“ブランク減算”が設定されていても、２枚目以降のプレートについてはブ

ランク減算を行いません。

スタンダードの有無

２枚目以降のプレートにスタンダードを置くかどうかを決めます。スタンダードを置かない場合は、１

枚目のスタンダードで描いた検量線で、全プレートのデータを処理します。

取消

配置した項目を取り消します。１クリック毎に１ウェル分取り消します。シフトキーを押しながらクリ

ックすると、リプリケート分ずつ取り消します。

All Clear

“プレート２～”のプレート配列をクリアします。

条件保存

設定した測定条件をディスクに保存します。条件保存用の画面が表示されますので、保存する条件の名

称を入力して下さい。

前画面

１枚目のプレートの配列に戻ります。

決定

検量線画面に移ります。
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４）検量線画面

       ＮＳＢをアリにしてＢ／Ｂｏの演算を行った場合は、縦軸は１００％をフルにしたインヒビションの

　　 目盛りになります。

前プレート／次プレート

全プレートにスタンダードデータがあるときにのみ表示されます。ここをクリックするとプレート番号

を変更して検量線を表示します。

Ｓｔｄデータ

スタンダードデータを表示します。数値の前にチェックが付いていないデータは、検量線演算に使用で

きなかったデータです。
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検量線演算に使用されているデータには、チェックが付いていますが、このチェックを外すことにより、

スタンダードデータを棄却して検量線を再計算する事が出来ます。検量線を棄却する場合には“棄却”ボ

タンを、棄却せずにこの画面を消すときには“閉じる”ボタンをクリックして下さい。

　　　　　　濃度保存

検量線を使用して求めた検体の濃度値を保存します。尚、この保存されたデータは、このプログラムで

は開くことが出来ません。ＴＸＴ形式になっておりますのでＥｘｃｅｌ等でご利用いただけます。

保存に際しては、後で読み出すのに都合の良いファイル名を付して保存して下さい。
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結果データ

表示されているプレートのサンプルの演算結果を表示します。スタンダードデータが全プレートにある

ときは、表示されているプレートのデータのみを、スタンダードデータが１枚目のみのときは、画面中に

“前プレート”“次プレート”ボタンが表示されます。

上はＢ／Ｂｏの場合の表示です。Ｂ／Ｂｏでない場合は結合率は測定値になります。

サンプルのレプリケートを１以外にしても、演算は１ウェルずつ行います。

グラフ印刷

表示中の検量線グラフを印刷します。印刷先は、ＷＩＮＤＯＷＳで設定されているプリンタです。

結果印刷

演算結果を印刷します。スタンダードデータが１枚目のみのときは全プレートのデータを印刷します。

スタンダードデータが全プレートにあるときは、１枚目のプレートが画面に表示されているときのみ全プ

レートのデータを印刷するかどうかを聞き、１枚目以外のプレートが表示されているときは、表示されて

いるプレートのデータのみを印刷します。

表示と同じ配列で印刷します。上はＢ／Ｂｏの場合の表示です。Ｂ／Ｂｏでない場合は結合率は測定値

となります。

サンプルのレプリケートを１以外にしても、演算は１ウェルずつ行います。

条件変更

測定条件を変更します。“１）条件設定画面”の画面が表示されますので、変更する部分を操作した後

“終了”ボタンを押して下さい。なお、スタンダード濃度の値及び数は変更できません。

前画面

プレート配列画面に戻ります。

終了

メインメニューに戻ります。
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４．カットオフ演算

１）１枚目のプレートの配置

ブランク，コントロール，サンプルのプレート上の配列を決めます。

配置方法

上から下／下から上 ： プレート上に項目を自動配置するときにＡ→Ｈ方向に配置するかＨ→Ａ方向に

配置するかを決めます。

周囲抜き ： プレートの周囲１列を抜いて配置するときにチェックして下さい。

ブランク減算

各プレートの測定データからブランク値を引いて処理するときにチェックして下さい。

列減算

プレート縦方向で１列目から２列目のデータを引いた数で処理を行います。

取消

配置した項目を取り消します。１クリック毎に１ウェル分取り消します。シフトキーを押しながらクリ

ックすると、リプリケート分ずつ取り消します。

All Clear

プレート配列をクリアします。

ブランク数／××コントロール数／サンプルのリプリケート数

各項目の数を選んで下さい。

××の方向／リプリケートの方向

各項目の自動配置の方向を選んで下さい。自由を選ぶとプレート上の任意の位置に配置が出来ます。リ

プリケートの方向が自由のとき、項目の方向は自由以外には設定できません。

条件呼出

ディスクに保存してある測定条件を読み込みます。条件読み込み用の画面が表示されますので、読み込

む条件の名称を選んで下さい。

前画面

メインメニューに戻ります。

決定

２枚目以降のプレートの設定に移ります。
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２）２枚目以降のプレートの配置

２枚目以降のプレートの配列を決めます。

２枚目以降を同じ配列にしますか

“はい”で２枚目以降のプレートの配列を１枚目と同じにします。“いいえ”で自由配列になります。

ブランクの有無

２枚目以降のプレートにブランクを置くかどうかを決めます。ブランクを置かない場合は、１枚目のプ

レートにブランクが置かれて“ブランク減算”が設定されていても、２枚目以降のプレートについてはブ

ランク減算を行いません。

スタンダードの有無

２枚目以降のプレートにコントロールを置くかどうかを決めます。スタンダードを置かない場合は、１

枚目のコントロールで計算したカットオフ値で、全プレートのデータを処理します。

取消

配置した項目を取り消します。１クリック毎に１ウェル分取り消します。シフトキーを押しながらクリ

ックすると、リプリケート分ずつ取り消します。

All Clear

“プレート２～”のプレート配列をクリアします。

条件呼出

ディスクに保存してある測定条件を読み込みます。条件読み込み用の画面が表示されますので、読み込

む条件の名称を選んで下さい。

前画面

１枚目のプレートの配列に戻ります。

決定

カットオフ画面に移ります。
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３）条件設定画面

各種設定を行い、カットオフ演算を行います。

コントロール値

カットオフ値の計算結果を表示します。計算式等のデータを変更すると、コントロール値の枠の下に

“計算”ボタンが現れますので、このボタンをクリックして計算を行って下さい。計算をさせずに画面右

側のデータ処理ボタンをクリックすると、カットオフの計算を行わず、また、変更したデータも元に戻し

てしまいます。

計算式

カットオフ値を求める式を選びます。

コントロール範囲

陰性コントロール，陽性コントロールのデータ範囲を入力します。

各コントロールとも入力された上限値，下限値より外れた値を、範囲外として計算より除外します。

また、上下限値を除いて計算したコントロールの平均値から±許容範囲％より大きく外れた数値を除外

して、平均計算をやり直します。

｜陰性値平均－陽性値平均｜が陰性陽性間の許容差から外れた場合は、カットオフエラーとなります。

陽性カットオフインデックス／陰性カットオフインデックス

演算結果の判定のしきい値を入力して下さい。陽性／陰性の区分は、しきい値入力枠の下にある４種類

から選択できます (図中Ｎは陰性値Ｐは陽性値)。判定を行わないときは、入力枠に“Ｎ”を入力すると

表示が“---”に変わり、不使用となります。入力枠の片方にのみ数値が入っているときは、その入って

いる数値をしきい値として判定を行います。この際中間値(＋－)の判定は行いません
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前プレート／次プレート

全プレートにスタンダードデータがあるときにのみ表示されます。ここをクリックするとプレート番号

を変更して検量線を表示します。

Ｃｔｒｌデータ

コントロールデータを表示します。数値の前にチェックが付いていないデータは、計算に使用できなか

ったデータです。

計算に使用されているデータには、チェックが付いていますが、このチェックを外すことにより、コン

トロールデータを棄却して再計算する事が出来ます。棄却する場合には“棄却”ボタンを、棄却せずにこ

の画面を消すときには“閉じる”ボタンをクリックして下さい。

結果データ

表示されているプレートのサンプルの演算結果を表示します。コントロールデータが全プレートにある

ときは、表示されているプレートのデータのみを、コントロールデータが１枚目のみのときは、画面中に

“前プレート”“次プレート”ボタンが表示されます。

結果印刷

演算結果を印刷します。コントロールが１枚目のみのときは全プレートのデータを印刷します。コント

ロールが全プレートにあるときは、１枚目のプレートが画面に表示されているときのみ全プレートのデー

タを印刷するかどうかを聞き、１枚目以外のプレートが表示されているときは、表示されているプレート

のデータのみを印刷します。

条件保存

設定した測定条件をディスクに保存します。条件保存用の画面が表示されますので、保存する条件の名

称を入力して下さい。

前画面

プレート配列画面に戻ります。

終了

メインメニューに戻ります。
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５．データ解析

測定データを元に各種処理を行います。処理は“データ変換”で設定した内容で変換した測定データを“データ

処理”で設定した内容で処理してから画面に表示します。

データ変換

・ データ変換無し

測定データを変換しません。

・ ファクターを掛ける

プレート全体に、指定したファクターを掛けます。

・ 一点検量線

指定した一ウェルの濃度で一点検量線を描き、それを元に各プレートにファクターを掛けます。
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データ処理

・ データ処理無し

変換データを処理しません。

・ データを等分する

ＭＩＮ ＜＝ データ ＜ ＭＡＸをｎ等分します。処理結果は０～（ｎー１）で表します。また、Ｍ

ＩＮより小さい数値は“＞”、ＭＡＸより大きい値は“＜”と表示します。

・ ＋－判定

変換データの大小判定を行います。しきい値を入力して下さい。

・ 行／列間の減算

変換データを行間，列間で減算します。また、減算結果をレベル分けしますので、しきい値を入力

して下さい。

解析

“データ変換”“データ処理”の内容を変更すると、画面右側に“解析”ボタンが現れますので、この

ボタンをクリックして計算を行って下さい。計算をさせずに印刷やページ変更のボタンをクリックすると、

計算を行わず、変更した内容も元に戻してしまいます。

用紙排出

蓄積されている印刷データを出力します。通常データはパソコン内に蓄積され、用紙一枚分のデータが

たまるまでプリンターに出力されません。蓄積されているデータを出力するときは、“用紙排出”ボタン

をクリックして下さい。

データ印刷

画面に表示されているデータを印刷します。

全データ印刷

全プレートのデータを印刷します。

前プレート／次プレート

データを表示するプレートを変更します。

終了

メインメニューに戻ります。
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６．精度検定

測定データの縦方向，横方向，全体についての平均値，ＳＤ、ＣＶ％を求めます。計算を行う範囲を画面のデー

タ上で指定して下さい。範囲の指定は、範囲の左上から右下までをマウスでドラッグします。

用紙排出

蓄積されている印刷データを出力します。通常データはパソコン内に蓄積され、用紙一枚分のデータが

たまるまでプリンターに出力されません。蓄積されているデータを出力するときは、“用紙排出”ボタン

をクリックして下さい。

データ印刷

測定データのみを印刷します。

結果印刷

計算結果のみを印刷します。

前プレート／次プレート

データを表示するプレートを変更します。

終了

メインメニューに戻ります。
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７．機種設定

測定器の種類とプレートサイズを選びます。ここの設定を変更すると、ソフト上に読み込まれているデータがク

リアされます。

設定保存

設定した内容をディスクに保存します。保存用の画面が表示されますので、保存する機種設定の名称を

入力して下さい。

設定呼出

ディスクに保存してある機種の設定を読み込みます。機種設定読み込み用の画面が表示されますので、

読み込む設定の名称を選んで下さい。

キャンセル

設定を変更せずにメインメニューに戻ります。

決定

設定を変更してメインメニューに戻ります。

ＭＴＰ－２００Ｆの場合、プレートサイズの設定に“設定”ボタンが出ます。

このボタンをクリックすると、ＭＴＰ－２００Ｆで使用するプレートサイズを細

かく設定できます。設定方法は、『９．ＭＴＰ－２００Ｆのプレートサイズの設

定』を参照して下さい。
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８．機器設定

測定器の波長，感度，レスポンスの設定をします。これらの設定は、ＭＴＰ－２００Ｆ以外では実質的な意味を

持たない参考値です。データは測定データを保存するときに一緒に保存されます。

設定保存

設定した内容をディスクに保存します。保存用の画面が表示されますので、保存する機器設定の名称を

入力して下さい。

設定呼出

ディスクに保存してある設定を読み込みます。機器設定読み込み用の画面が表示されますので、読み込

む設定の名称を選んで下さい。

キャンセル

設定を変更せずにメインメニューに戻ります。

決定

設定を変更してメインメニューに戻ります。
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９．ＭＴＰ－２００Ｆのプレートサイズの設定

画面の図を参考にしてコメントとプレートの各サイズを入力して下さい。

コメント

設定するプレートサイズについてのコメントを２０字以内で入力して下さい。

ウェル数

プレートのウェル数を選んで下さい。

プレートサイズ－横方向

設定するプレートの横方向の寸法の最大値を入力して下さい。入力可能な数は、20.0～200.0mm の間で

小数点以下１桁までです。

プレートサイズ－縦方向

設定するプレートの縦方向の寸法の最大値を入力して下さい。入力可能な数は、20.0～200.0mm の間で

小数点以下１桁までです。

ウェル間隔－横方向

設定するプレートの横方向のウェル中心間の間隔を入力して下さい。入力可能な数は、0.1～99.9mm の

間で小数点以下１桁までです。

ウェル間隔－横方向

設定するプレートの縦方向のウェル中心間の間隔を入力して下さい。入力可能な数は、0.1～99.9mm の

間で小数点以下１桁までです。

キャンセル

設定を変更せずに機種設定画面に戻ります。

設定終了

設定を変更して機種設定画面に戻ります。

※ここで設定したサイズと実際に使用するプレートのサイズとが異なる場合、測定は正しく行われない可能性が

あります。

マイクロプレートの上面と底面とでは寸法が異なることがあります。寸法を測るときは底面寸法を測って下さい。



-24-

ＭＴＰ－２００Ｆでデフォルトの９６～６ウェルのプレートの各サイズは、以下のメーカーの物を

基準にしています

９６ウェルプレート平底

コーニングコースター社製

プレートサイズ縦 85.5mm，横 127.9(127.89)mm

ウェルピッチ縦 9.0(9.02)mm，横 9.0(9.02)mm

４８ウェルプレート

コーニングコースター社製

プレートサイズ縦 85.6mm，横 127.9(127.89)mm

ウェルピッチ縦 13.1(13.08)mm，横 13.1(13.08)mm

２４ウェルプレート

コーニングコースター社製

プレートサイズ縦 85.6mm，横 127.9(127.89)mm

ウェルピッチ縦 19.3mm，横 19.3mm

１２ウェルプレート

コーニングコースター社製

プレートサイズ縦 85.6mm，横 127.9(127.89)mm

ウェルピッチ縦 26.0(26.01)mm，横 26.0(26.01)mm

６ウェルプレート

コーニングコースター社製

プレートサイズ縦 85.6mm，横 127.9(127.89)mm

ウェルピッチ縦 39.1(39.12)mm，横 39.1(39.12)mm

これらのプレートと各寸法が異なるプレートをお使いの際は、“プレートサイズ”の“設定”を選択して、

お手持ちのプレートのサイズを入力して下さい。


